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　議会は市の予算が適正に使われているか審査をし、その効果を調べて評価をする重要な役割を担って
います。９月議会は主に前年度の決算が審査・認定されるため、「決算議会」と呼ばれています。
　基金の取り崩しに頼らない収支均衡財政を目指し、「財政構造改革」に取組む３年間の初年度の決算審
査であり、慎重に審査しました。

平成27年９月定例会（決算議会）平成27年９月定例会（決算議会）

◇特別会計決算

◇企業会計決算

平成26年度　茅野市の決算状況　一般会計及び特別会計　共に黒字決算平成26年度　茅野市の決算状況

平成26年度　茅野市のまちづくり平成26年度　茅野市のまちづくり

【歳入決算額】
256億
9,980万円

【歳出決算額】
245億
9,178万円

【実質収支額】
9億7,740万円

平成26年度茅野市一般会計予算

前年度に比べて、
43億4,231万円、14.5％の減

前年度に比べて、
44億3,784万円、15.3％の減 黒字決算

※万円未満を四捨五入しています。
（決算額は、税込金額のため収支差引の純利益とは一致しません。）

※万円未満を四捨五入しています。

■主な事業（ハード面）
　横内保育園の建設事業、防災行政無線のデジタル化事業、宮川地区の土地区画整理事業、塩沢大橋補修
　等の橋梁長寿命化修繕事業、下町線舗装修繕事業、白樺湖及び蓼科湖の遊歩道整備事業、岳麓公園リニ
　ューアル事業
■主な事業（ソフト面）
　茅野・産業振興プラザを活用し
　た産業間連携等を目的とした
　「産業振興ビジョン」の推進、
　茅野市発達支援センターの設置、
　中学生台湾交流事業及び自主防
　災組織活動支援事業の推進、横
　岳休暇村再生の補助事業、市内
　の地区や区が中心となって策定
　された「第２次地域福祉行動計
　画」の策定支援

■歳入歳出決算額の減少理由
・平成25年度は、茅野市土地開発公社の解散に伴う債務代位弁済と、その財源として第三セクター等改革
　推進債の借り入れを行ったため、平成26年度に比べ歳入歳出額が多かったため。
■基金の状況について
　一般会計の基金残高

※平成26年度末において、一般会計の基金
　残高は、前年度比、1億2,979万円の減と
　なりました。

特別会計名 収　　入 支　　出 差　　引
国民健康保険
後期高齢者医療
墓 地 事 業

61億4,688万円
6億23万円
7,943万円

41億8,947万円
40億2,236万円
38億9,257万円

平成24年度末
平成25年度末
平成26年度末

58億5,695万円
5億7,684万円

895万円

　2億8,993万円
2,339万円
7,048万円

特別会計名 収　　益 費　　用 純利益
国民健康保険診療所
水 道 事 業
下 水 道 事 業

1億9,896万円
13億7,568万円
23億9,651万円

1億9,557万円
9億9,290万円
19億4,954万円

339万円
3億8,278万円
4億4,697万円

常任委員会報告

議決結果・賛否一覧①

議決結果・賛否一覧②
陳情議決結果

一般質問通告一覧

議会の活動・会派の紹介

議員連盟の紹介

議会報告・意見交換会の報告、
編集室より
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こ
の
議
案
は
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、

６
６
１
０
万
円
を
追
加
し
、
67
億
２
９

６
０
万
４
千
円
と
す
る
も
の
。

・
一
般
被
保
険
者
療
養
給
付
費
負
担
金

　

返
還
金
等
の
補
正
増
。

　

こ
の
議
案
は
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、

２
３
０
７
万
７
千
円
を
追
加
し
、
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、
６
億
７
６
２
万
４
千

円
と
す
る
も
の
。

・
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納
付
金

　

の
補
正
増
。

質
問

反
対
意
見

　

茅
野
市
議
会
９
月
定
例
会
は
、
８
月

31
日（
月
）か
ら
９
月
28
日（
月
）ま
で
の

会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

補
正
予
算
や
条
例
な
ど
26
議
案
、
諮

問
１
件
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案

の
と
お
り
承
認
、
可
決
、
認
定
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
陳
情
４
件
が
審
議
さ
れ
、
２

件
が
採
択
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
意
見

書
案
は
、
２
件
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
議
案
の
一
覧
及
び
議
決
結
果
は
、

６
か
ら
７
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
審
査
経
過
及
び
結
果
は
、
常

任
委
員
会
報
告
の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

予
算
決
算
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案

件
は
、
補
正
予
算
３
件
、
平
成
26
年
度

各
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
及
び

剰
余
金
の
処
分
に
つ
い
て
の
10
件
。

　

総
務
環
境
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案

件
は
、
議
案
４
件
、
陳
情
１
件
。

　

こ
の
議
案
は
、（
仮
称
）市

民
活
動
セ
ン
タ
ー（
複
合
館
）建
設
工
事

（
建
築
主
体
工
事
）の
請
負
契
約
を
行
う

た
め
、
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約

及
び
財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る

条
例
の
規
定
に
基
づ
き
、
議
会
の
議
決

を
求
め
る
も
の
。

　
「
総
合
評
価
落
札
方
式
の
価
格
点
以
外

の
評
価
点
に
つ
い
て
。」「
電
気
設
備
工

事
、
機
械
設
備
工
事
の
価
格
点
以
外
の

評
価
点
に
つ
い
て
。」

定
例
会
よ
り

定
例
会
よ
り

定
例
会
よ
り

９
月
９
月予

算
決
算
委
員
会山

岸　

正
衛

委
員
長

常
任
委
員
会
報告

　

こ
の
議
案
は
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

５
億
５
７
３
７
万
８
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、
２
３
８
億
６
７

６
７
万
６
千
円
と
す
る
も
の
。

・
今
後
の
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

　

に
よ
る
維
持
修
繕
費
を
見
据
え
た
、

　

公
共
施
設
整
備
基
金
へ
の
積
立
金
、

　

３
億
円
の
増
。

・
冬
季
に
お
け
る
凍
み
上
が
り
現
象
と

　

経
年
劣
化
等
に
よ
り
、
市
内
の
道
路

　

の
舗
装
状
態
が
全
域
に
わ
た
り
悪
い

　

状
況
に
な
っ
て
い
る
。
安
全
確
保
の

　

た
め
、
今
後
５
年
間
で
約
10
億
円
の

　

予
算
を
集
中
的
に
か
け
て
道
路
修
繕

　

を
実
施
し
て
い
く
た
め
の
工
事
請
負

　

費
、
１
億
３
千
万
円
の
増
。

【
討
論
】

　
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て
、

責
任
を
持
っ
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
か

と
の
質
問
に
対
し
、
粛
々
と
行
っ
て
い

く
と
の
回
答
だ
っ
た
。
責
任
を
持
っ
て

や
り
き
る
と
言
え
な
い
も
の
を
、
認
め

る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
反
対
。」

平
成
27
年
度
茅
野
市
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
３
号
）に
つ
い
て

可
決

主
な
歳
出

主
な
歳
出

主
な
歳
出

議
案
第
56
号

平
成
27
年
度
茅
野
市
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ

い
て

議
案
第
57
号

平
成
27
年
度
茅
野
市
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）に

つ
い
て

議
案
第
58
号

（
仮
称
）市
民
活
動
セ
ン
タ
ー（
複
合
館
）

建
設
工
事（
建
築
主
体
工
事
）の
請
負

契
約
に
つ
い
て

議
案
第
47
号

総
務
環
境
委
員
会望

月　

克
治

委
員
長

2

可
決

可
決

可
決



報
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
管
理
し
、
総
務
省

で
も
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
。
漏
れ
た
場

合
に
は
原
因
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
責
任

を
持
ち
、
特
定
個
人
情
報
保
護
委
員
会

の
罰
則
が
適
用
さ
れ
る
。」

【
討
論
】

　
「
委
託
は
際
限
な
く
で
き
、
情
報
を

多
く
の
人
が
目
に
す
る
可
能
が
あ
る
。

今
後
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
が
広
が

る
の
で
情
報
漏
え
い
す
る
危
険
性
が
あ

る
。
市
は
国
に
対
し
て
、
し
っ
か
り
し

た
法
律
を
作
る
こ
と
を
訴
え
て
い
く
べ

き
で
あ
り
、
条
例
で
個
人
情
報
の
漏
え

い
が
防
げ
る
と
は
思
え
な
い
の
で
反

対
。」

　
「
情
報
漏
え
い
し
な
い
よ
う
に
分
散

し
て
管
理
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
再
委
託
す
る
こ
と
は
常
識
の
範
囲

で
考
え
て
い
け
ば
よ
く
、
き
ち
ん
と
し

た
情
報
管
理
を
し
て
い
け
ば
問
題
な
い

と
思
う
の
で
賛
成
。」

3

反
対
意
見

賛
成
意
見

　
「
建
築
主
体
工
事
に
つ
い
て
は
、
３

億
円
以
上
の
工
事
に
総
合
評
価
落
札
方

式
を
取
り
入
れ
て
お
り
、
価
格
が
85
点
、

残
り
の
15
点
の
内
訳
は
工
事
成
績
が
３

点
、
同
種
工
事
の
実
績
で
２
点
、
地
域

要
件
と
し
て
市
内
に
本
店
支
店
が
あ
る

か
が
２
点
、
茅
野
市
内
に
お
け
る
社
会

地
域
貢
献
と
し
て
、
除
雪
融
雪
剤
散
布

事
業
が
１
点
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が

１
点
、
災
害
貢
献
が
１
点
の
計
３
点
。

技
術
者
要
件
が
２
点
、
建
設
マ
ネ
ー
ジ

メ
ン
ト
が
１
点
、
地
元
業
者
の
活
用
が

２
点
、
合
わ
せ
て
15
点
を
積
み
上
げ
て

い
る
。」

　
「
入
札
に
は
何
社
が
参
加
し
て
い
る

の
か
。」

　
「
入
札
の
参
加
者
は
、
電
気
設
備
工

事
に
つ
い
て
は
６
社
、
水
道
の
機
械
設

備
工
事
は
９
社
で
あ
る
。」

　
「
落
札
し
な
い
業
者
は
評
価
点
が
上

が
ら
な
い
た
め
落
札
が
難
し
く
な
る
の

で
は
な
い
か
。」

　
「
工
事
成
績
に
関
し
て
は
、
３
百
万

円
以
上
の
も
の
を
ポ
イ
ン
ト
に
し
て
い

る
の
で
、
総
合
評
価
に
お
い
て
会
社
規

模
な
ど
で
差
は
で
な
い
と
考
え
る
。」

　

こ
の
議
案
は
、
行
政
手
続

に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た

め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の

施
行
に
伴
い
、
特
定
個
人
情
報
の
取
扱

い
に
関
す
る
規
定
を
整
備
す
る
た
め
の

も
の
。

　

施
行
日
は
、
行
政
手
続
に
お
け
る
特

定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の

利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
日
。
た

だ
し
、
情
報
提
供
等
記
録
に
関
す
る
部

分
は
、
番
号
法
附
則
第
１
条
第
５
号
に

掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
。

　
「
情
報
が
漏
れ
た
と
き
の
責
任
は
ど

こ
が
取
る
の
か
。」

　
「
情
報
が
漏
れ
な
い
こ
と
を
前
提
に

考
え
て
い
る
が
、
特
定
個
人
情
報
保
護

委
員
会
で
監
視
・
監
督
を
し
て
い
る
。

情
報
が
漏
れ
な
い
よ
う
に
分
散
し
た
情

茅
野
市
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

可
決

議
案
第
52
号

茅
野
市
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

議
案
第
53
号

質
問

質
問

回
答

回
答

質
問

可
決

　

こ
の
議
案
は
、
行
政
手
続
に
お
け
る

特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号

の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴

い
、
個
人
番
号
通
知
カ
ー
ド
及
び
個
人

カ
ー
ド
の
再
交
付
に
係
る
手
数
料
を
規

定
す
る
た
め
の
も
の
。

　

施
行
日
は
、
行
政
手
続
に
お
け
る
特

定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の

利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
日
。
た

だ
し
、
第
２
条
の
規
定
は
、
番
号
法
附

則
第
１
条
第
４
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施

行
の
日
。

　
「
個
人
カ
ー
ド
の
発
行
は
、
最
初
は

無
料
で
再
発
行
は
８
百
円
か
か
る
。
個

人
カ
ー
ド
の
利
用
が
増
え
れ
ば
国
の

財
政
負
担
は
増
え
る
が
、
財
政
負
担
に

見
合
う
だ
け
の
利
用
価
値
が
あ
る
の

か
。」

　
「
自
治
体
で
も
条
例
で
独
自
の
利
用

が
で
き
る
と
い
う
定
め
が
あ
る
の
で
、

全
国
で
は
利
用
範
囲
が
広
が
る
と
考
え

て
い
る
。」

　
「
国
は
、
今
後
３
年
を
目
途
に
法
改

正
を
予
定
し
て
い
る
。
個
人
カ
ー
ド
使

用
に
よ
り
利
便
性
が
高
ま
り
、
行
政
コ

ス
ト
の
削
減
も
考
え
ら
れ
る
。」

質
問

回
答

回
答

回
答



4

経
済
建
設
委
員
会樋

口
　
敏
之

委
員
長

回
答

回
答

質
問

質
問

質
問

【
討
論
】

　
「
番
号
法
に
は
不
備
が
あ
り
、情
報
が

守
り
切
れ
る
と
は
思
え
な
い
。今
後
、利

用
範
囲
が
広
が
り
、地
方
自
治
体
も
事
務

の
煩
雑
化
を
押
し
付
け
ら
れ
る
こ
と
に

な
る
た
め
賛
成
で
き
な
い
。こ
の
条
例
は

番
号
法
の
た
め
の
改
正
な
の
で
反
対
。」

　
「
番
号
法
の
導
入
に
あ
た
り
必
要
な

条
例
改
正
な
の
で
賛
成
。」

　

こ
の
議
案
は
、
地
方
公
務

員
等
の
共
済
組
合
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、関
係
規
定
を
整
備
す
る
た
め
の
も
の
。

　

施
行
日
は
、
平
成
27
年
10
月
１
日
。

　

経
済
建
設
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案

件
は
、
議
案
４
件
。

　

こ
の
議
案
は
、
道
路
法
第

８
条
第
２
項

の
規
定
に
よ

り
、
市
道
認

定
を
す
る
も

の
。（
宅
地
開

発
に
伴
う
市

道
路
線
の
認

定
。）

　
「
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
日
本
人
、
外

国
人
共
に
国
外
の
扶
養
親
族
に
関
し
て
、

国
内
の
扶
養
親
族
と
同
じ
に
公
の
機
関

の
発
行
す
る
書
類
に
よ
り
確
認
を
す
る

こ
と
や
、
送
金
の
事
実
が
確
認
で
き
る

書
類
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
、
平
成

27
年
１
月
14
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
て
い

る
。
既
に
国
が
法
整
備
を
し
て
い
る
の

で
、
陳
情
15
は
採
択
し
な
い
。」

不
採
択
の
意
見

反
対
意
見

賛
成
意
見

茅
野
市
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

議
案
第
54
号

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て
（
米
沢

埴
原
田
地
籍
）

議
案
第
48
号

外
国
人
の
扶
養
控
除
制
度
の
見
直
し

を
求
め
る
意
見
書
の
採
択
を
求
め
る

陳
情

陳
情
15

可
決

不
採
択

　
「
市
道
の
認
定
に
あ
た
り
、
同
地
は

水
は
け
が
悪
い
土
地
と
聞
い
て
い
る
。

こ
の
道
路
は
、
側
溝
が
片
側
に
し
か
な

く
、
32
メ
ー
ト
ル
の
延
長
に
対
し
、
グ

レ
ー
チ
ン
グ
が
４
カ
所
し
か
設
置
さ

れ
て
い
な
い
が
、
雨
水
処
理
は
大
丈
夫

か
。」

　　
「
側
溝
に
向
か
っ
て
、
道
路
の
横
断

は
、
１
・
５
％
の
勾
配
が
取
ら
れ
て
お

り
、
縦
断
は
、
１
・
15
％
の
勾
配
と
な

っ
て
い
る
た
め
、
排
水
に
つ
い
て
は
支

障
な
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
グ
レ

ー
チ
ン
グ
は
、
市
道
を
建
設
す
る
際
の

基
準
と
同
じ
く
、
10
メ
ー
ト
ル
に
１
カ

所
程
度
で
設
置
さ
れ
て
お
り
、
特
に
市

道
と
の
取
り
付
け
口
の
グ
レ
ー
チ
ン
グ

は
広
く
し
て
あ
る
の
で
問
題
な
い
と
考

え
る
。」

　
「
こ
の
道
路
は
、
ビ
ー
ナ
ス
ラ
イ
ン

に
接
続
す
る
道
路
に
取
り
付
け
ら
れ
る

が
、
こ
の
開
発
地
に
住
宅
が
建
設
さ
れ

る
と
、
ビ
ー
ナ
ス
ラ
イ
ン
へ
向
か
う
交

通
量
が
増
え
、
交
通
渋
滞
が
起
こ
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。
地
元
区
か
ら
交
通

渋
滞
緩
和
の
た
め
の
要
望
が
出
さ
れ
た

場
合
、ど
の
よ
う
な
対
応
を
さ
れ
る
か
。」

　
「
県
道
と
の
取
り
付
け
道
路
に
な
る

た
め
、
県
と
調
整
し
て
い
く
こ
と
に
な

る
。
地
域
の
要
望
を
踏
ま
え
ど
の
よ
う

に
し
て
い
く
か
検
討
し
て
い
く
こ
と
に

な
る
。」

可
決

　

こ
の
議
案
は
、
白
樺
湖
下

水
道
組
合
の
共
同
処
理
す
る
事
務
、
議

員
の
定
数
及
び
経
費
の
支
弁
の
方
法
を

変
更
す
る
も
の
。

　

施
行
日
は
、
平
成
28
年
４
月
１
日
。

　
「
終
末
処
理
場
の
建
設
に
係
る
国
庫

補
助
金
の
返
還
に
つ
い
て
、
返
還
金

額
は
ど
の
く
ら
い
か
。
ま
た
、
茅
野
市

と
立
科
町
の
負
担
割
合
は
ど
れ
く
ら
い

か
。」

　
「
国
庫
補
助
金
の
返
還
額
は
、
現
在

国
と
協
議
中
で
は
あ
る
が
、
９
千
万
円

程
度
に
な
る
と
考
え
る
。
茅
野
市
と
立

科
町
の
負
担
割
合
は
、
終
末
処
理
場
の

白
樺
湖
下
水
道
組
合
規
約
の
一
部
変

更
に
つ
い
て

議
案
第
49
号

可
決

回
答
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茅
野
市
営
住
宅
設
置
及
び
管
理
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

議
案
第
55
号

35
人
以
下
学
級
の
早
期
実
現
，
教
職

員
定
数
増
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に

関
す
る
陳
情
書

陳
情
16

年
金
積
立
金
の
専
ら
被
保
険
者
の
利

益
の
た
め
の
安
全
か
つ
確
実
な
運
用

に
関
す
る
意
見
書（
決
議
）

の
採
択
を
求
め
る
陳
情
書

陳
情
13

白
樺
湖
下
水
道
組
合
の
共
同
処
理
す

る
事
務
の
変
更
に
伴
う
財
産
処
分
に

つ
い
て

議
案
第
50
号

福
祉
教
育
委
員
会

伊
藤
　
玲
子

委
員
長

採
択

採
択

採
択
の
意
見

採
択
の
意
見

採
択
の
意
見

不
採
択
の
意
見

不
採
択
の
意
見

建
設
時
の
負
担
割
合
が
茅
野
市
83
％
、

立
科
町
17
％
で
あ
っ
た
た
め
、
返
還
に

お
い
て
も
、
同
負
担
割
合
と
す
る
。」

　
「
白
樺
湖
下
水
道
組
合
の
存
続
に
対

し
て
、
今
後
、
組
合
は
必
要
な
い
の
で

は
な
い
か
。」

　
「
終
末
処
理
場
を
今
後
ど
う
す
る
か

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
検
討
中
で

あ
る
が
、
解
体
す
る
場
合
、
工
事
費
が

概
算
で
20
億
円
か
か
る
。
今
後
の
方
向

が
決
定
す
る
ま
で
は
、
組
合
と
し
て
管

理
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
組

合
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
方
向
性
が

確
定
し
た
後
、
検
討
し
て
い
く
。」

　

こ
の
議
案
は
、
地
方
自
治

法
第
２
８
９
条
の
規
定
に
よ
り
、
白
樺

湖
下
水
道
組
合
の
共
同
処
理
す
る
事
務

の
変
更
に
伴
う
財
産
処
分
を
定
め
る
も

の
。

　

こ
の
議
案
は
、
福
島
復
興

再
生
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

関
係
規
定
を
整
備
す
る
も
の
。

　

施
行
日
は
、
公
布
の
日
。

　
「
こ
の
条
例
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

茅
野
市
に
対
象
と
な
る
方
は
い
る
の

か
。」

　
「
現
在
対
象
と
な
る
方
は
い
な
い
。」

　

福
祉
教
育
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案

件
は
、
陳
情
３
件
。

　
「
長
野
県
で
は
、
独
自
に
35
人
以
下

学
級
を
や
っ
て
い
る
が
、
国
の
財
政
支

援
が
な
い
た
め
、
講
師
の
先
生
が
多
い
。

国
の
責
任
で
35
人
以
下
学
級
を
実
現
す

る
中
で
、
教
職
員
を
適
正
配
置
し
て
い

く
こ
と
は
必
要
な
こ
と
だ
と
思
う
の
で

採
択
。」

　
「
陳
情
項
目
の
１
番
目
は
、
被
保
険

者
の
利
益
の
た
め
に
、
安
全
か
つ
確
実

な
年
金
の
運
用
を
し
て
欲
し
い
と
い
う

こ
と
、
２
番
目
は
、
年
金
を
運
用
す
る

に
あ
た
り
、
責
任
の
所
在
を
明
確
に
し

て
欲
し
い
と
い
う
こ
と
、
３
番
目
は
、

被
保
険
者
等
が
年
金
の
運
用
に
参
加
し
、

意
思
を
反
映
で
き
る
体
制
を
作
っ
て
欲

し
い
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
。
ど
れ
も

も
っ
と
も
な
こ
と
な
の
で
採
択
。」

　
「
平
成
13
年
か
ら
少
な
か
ら
ず
リ
ス

ク
を
背
負
い
な
が
ら
運
用
し
て
い
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
な
ぜ
今
に
な
っ
て
こ
の

よ
う
な
陳
情
が
出
て
き
た
の
か
疑
問

が
残
る
。
ま
た
、
ハ
イ
リ
ス
ク
・
ハ
イ

リ
タ
ー
ン
の
運
用
と
い
う
の
も
ひ
と
つ

の
運
用
方
法
だ
と
考
え
る
の
で
不
採

択
。」

「
私
学
は
学
費
が
か
か
る
の
で
、
そ
れ

に
対
す
る
助
成
を
増
や
し
て
欲
し
い
と

い
う
内
容
の
た
め
採
択
。」

　
「
茅
野
市
で
は
、
現
状
と
し
て
、
私

学
に
通
う
保
護
者
へ
の
直
接
補
助
と
い

う
こ
と
は
課
題
に
な
っ
て
い
な
い
と
思

う
の
で
不
採
択
。」

回
答

回
答

質
問

質
問

可
決

可
決

私
立
高
校
に
対
す
る
公
費
助
成
を
お

願
い
す
る
陳
情
書

陳
情
14

不
採
択
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９月定例会の議決結果と各議員の賛否一覧（その１）付託委員会　　総…総務環境　　経…経済建設　　福…福祉教育　　予…予算決算 
○…賛成　　●…反対　　　　※議長は採決には加わりません。

市
　
　
長
　
　
提
　
　
出
　
　
議
　
　
案

報
　
　
告

諮
問

番
　
　
　
号

件　　　　　名

46

51

47

48

49

50

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

1

6

7

8

9

承認

同意

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

認定

認定

認定

認定

認定

認定

認定

同意

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

総

経

経

経

総

総

総

経

予

予

予

予

予

予

予

予

予

予

予

予

予

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

●

○

○

●

○

○

●

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

●

○

○

●

○

○

●

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

●

○

○

●

○

○

●

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

付
託
委
員
会

議
決
結
果

小
池
　
賢
保

北
沢
千
登
勢

宮
坂
　
武
男

望
月
　
克
治

山
岸
　
正
衛

篠
原
　
啓
郎

樋
口
　
敏
之

伊
藤
　
玲
子

伊
藤
　
　
勝

両
角
　
昌
英

両
角
　
秀
喜

矢
島
　
正
恒

長
田
　
近
夫

小
尾
　
一
郎

伊
藤
　
正
陽

丸
茂
　
岳
人

松
山
　
孝
志

平成27年度茅野市一般会計補正予算（第２号）の専
決処分の承認を求めることについて

茅野市教育委員会委員任命の同意を求めることに
ついて

（仮称）市民活動センター（複合館）建設工事（建築主
体工事）の請負契約について

白樺湖下水道組合の共同処理する事務の変更に伴
う財産処分について

茅野市個人情報保護条例の一部を改正する条例に
ついて

茅野市手数料徴収条例の一部を改正する条例につ
いて

茅野市職員の退職手当に関する条例の一部を改正
する条例について

茅野市営住宅設置及び管理条例の一部を改正する
条例について

平成27年度茅野市一般会計補正予算（第３号）につ
いて

平成27年度茅野市国民健康保険特別会計補正予算
（第１号）について

平成27年度茅野市後期高齢者医療特別会計補正予
算（第１号）について

平成26年度茅野市一般会計歳入歳出決算の認定に
ついて

平成26年度茅野市国民健康保険特別会計歳入歳出
決算の認定について

平成26年度茅野市後期高齢者医療特別会計歳入歳
出決算の認定について

平成26年度茅野市墓地事業特別会計歳入歳出決算
の認定について

平成26年度茅野市国民健康保険診療所特別会計決
算の認定及び剰余金の処分について

平成26年度茅野市水道事業決算の認定及び剰余金
の処分について

平成26年度茅野市下水道事業決算の認定及び剰余
金の処分について

平成26年度茅野市泉野大日影財産区特別会計歳入
歳出決算の認定について

平成26年度茅野市豊平下菅沢財産区特別会計歳入
歳出決算の認定について

平成26年度茅野市米沢鋳物師屋財産区特別会計歳
入歳出決算の認定について

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることにつ
いて

平成26年度健全化判断比率及び資金不足比率につ
いて

市道路線の認定について（米沢埴原田地籍）

白樺湖下水道組合規約の一部変更について

専決処分の報告について

債権放棄の報告について

株式会社ベルビアの経営状況について

認定・
可決

認定・
可決

認定・
可決



９月定例会の議決結果と各議員の賛否一覧（その２）付託委員会　　総…総務環境　　経…経済建設　　福…福祉教育　　予…予算決算 
○…賛成　　●…反対　　　　※議長は採決には加わりません。

番
　
　
　
号

件　　　　　名

13

14

15

16

21

22

23

採択

不採択

不採択

採択

可決

可決

可決

○

●

●

○

○

○

○

福

福

総

福

○

●

●

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

●

●

○

○

○

○

○

●

●

○

○

○

○

○

●

●

○

○

○

○

○

●

●

○

○

○

○

○

●

●

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

●

●

○

○

○

○

○

●

●

○

○

○

○

○

●

●

○

○

○

○

○

●

●

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

●

●

○

○

○

○

○

●

●

○

○

○

○

●

●

●

○

○

●

○

付
託
委
員
会

議
決
結
果

小
池
　
賢
保

北
沢
千
登
勢

宮
坂
　
武
男

望
月
　
克
治

山
岸
　
正
衛

篠
原
　
啓
郎

樋
口
　
敏
之

伊
藤
　
玲
子

伊
藤
　
　
勝

両
角
　
昌
英

両
角
　
秀
喜

矢
島
　
正
恒

長
田
　
近
夫

小
尾
　
一
郎

伊
藤
　
正
陽

丸
茂
　
岳
人

松
山
　
孝
志

議決日は、９月28日の議会最終日（但し、議案第46号、51号及び諮問第１号は、８月31日の開会日に即決）

陳
　
　
情

議
員
提
出
議
案

年金積立金の専ら被保険者の利益のための安全かつ確
実な運用に関する意見書（決議）の採択を求める陳情書

私立高校に対する公費助成をお願いする陳情書

外国人の扶養控除制度の見直しを求める意見書の
採択を求める陳情

35人以下学級の早期実現，教職員定数増を求める
意見書提出に関する陳情書

茅野市議会会議規則の一部を改正する規則について

意見書案の提出ついて（年金積立金の被保険者の
利益のための安全かつ確実な運用に関する）

意見書案の提出について（35人以下学級の早期実
現、教職員定数増を求める)

平成27年９月定例会　陳情　議決結果

年金積立金の専ら被保
険者の利益のための安
全かつ確実な運用に関
する意見書（決議）の採
択を求める陳情書

私立高校に対する公費
助成をお願いする陳情
書

外国人の扶養控除制度
の見直しを求める意見
書の採択を求める陳情

35人以下学級の早期実
現，教職員定数増を求
める意見書提出に関す
る陳情書

番　号 表　　　題 趣　　　　　　　旨 提 出 者
採決結果

委員会 本会議

採　択採　択

不採択不採択

不採択不採択

採　択採　択

陳情13

陳情14

陳情15

陳情16

政府に対し、年金積立金について、厚生年
金保険法等の規定に基づき、被保険者の利
益のために長期的な観点から安全かつ確実
な運用を行うことを求めるもの。

日本労働組合
総連合会長野
県連合会
日本労働組合
総連合会長野
県連合会諏訪
地域協議会

小坪　慎也

長野県教職
員組合
諏訪支部

中信地区私
学助成推進
協議会

平成26年度に「就学支援金」制度が改正され、
各家庭の教育費負担は軽減されてきている
が、公立に比べ私学に通学する場合、保護
者の学費負担はまだまだ重い。そのため、
国・県に対し、就学支援金制度の拡充及び
私学助成の増額等を求めるもの。

国外で暮らす扶養親族の所在確認や所得の
把握は難しく、扶養親族としての確認が不
十分となる。国に対し、国外扶養親族の原
則廃止など、扶養控除制度の見直しを求め
るもの。

学校現場では課題の多様化がみられ支援を
必要とする子どもが増加している。国の責
任で「35人以下学級」が実施され、教職員
増を盛り込んだ「新たな教職員定数改善計
画案」が実施されることを求めるもの。

7

議員提出議案議員提出議案
茅野市議会会議規則の一部が改正されました。
　今回の改正は、男女共同参画を考慮し、議会活動を促進するため、新たに欠席理由に「出産」を追
加し、「議員は、出産のため出席できないときは、日数を定めて、あらかじめ議長（委員会の場合は委
員長）に欠席届を提出することができる。」とした一文が追加されました。
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件　　　名

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

12

13

14

11

要　　　　　　　旨
（1）現在操業中の企業の下水道整備の実態について
（2）下水道未整備地域の企業で働く従業員が快適に働ける環境整備について
（3）これからもより多くの企業が茅野市に移転してくれるよう、工場誘致
　　が決まったときの迅速な環境整備の対応について
（1）市内各地に建てられている戦没者慰霊のための忠魂碑の現況把握につ
　　いて
（2）危険な状況になっている忠魂碑の対策について
（3）忠魂碑の維持管理の実態及び今後の維持管理方法について
（1）遊休農地及び農地の利用集積の状況と対応について
（2）農業従事者の現状と支援及び集落営農組合への積極的支援について
（3）農業の収益性の強化と特産品の育成・販路拡大について
（1）市災害対策本部と自主防災組織について
（2）要援護者支援対策の充実について
（3）地域の危険箇所について
（1）家庭における省エネルギー行動の徹底について
（2）省エネルギー診断のあっせん、講習会の開催について
（3）環境家計簿の導入について
（4）太陽熱温水器の導入について
（5）省エネナビモニターの募集について
（1）市内の河川の水質について
（2）特定外来植物等の繁茂状況と市民への啓発後の成果について
（3）ポイ捨ての現状と対策について
（1）取組の現状と成果について
（2）ふるさと納税を有効活用し、地域を活性化することについて
（3）返礼品の拡充について
（4）納税者に茅野市縄文ふるさと応援団への登録を依頼することについて
（1）保健指導の評価と課題
（2）糖尿病対策
（3）認知症対策
（4）「二十歳の歯科検診」実施について
（1）事務の移管
（2）市民限定「ふるさと納税」制度の活用
（1）東海大学との包括的な提携に関する協定での観光と健康の進捗について
（2）富士見町、原村との農業観光の連携について
（3）観光商品の開発について
（4）縄文観光の映像化について
（5）観光にも結びつく花火大会の再開について
（6）観光振興の今後について
（1）空き家対策特別措置法施行後の取組と現状について
（2）今後の事業計画について
（3）空き家バンク制度について

（1）茅野市のおける事故状況について
（2）改正法の周知徹底について
（1）地方創生に向けた柱（骨子）について
（2）地域活性化に向けた各団体との取組について
（3）活力ある事業運営について

伊
藤
玲
子

山
岸
正
衛

矢
島
正
恒

両
角
昌
英

両
角
秀
喜

宮
坂
武
男

長
田
近
夫

北
沢
千
登
勢

下水道の整備について

戦没者慰霊のための忠魂碑の維
持管理について

農業を取り巻く現状と支援策に
ついて

地域の防災対策について

省エネルギー行動の実践について

環境保全と環境美化について

ふるさと納税について

保健指導の充実と糖尿病・認知
症対策について

茅野市みんなのまちづくり支援
金制度について

観光戦略について

空き家対策について

地方版政労使会議（仮称）の設置について
道路交通法改正に伴う自転車マ
ナーの向上について

少子高齢化・人口減少化に立ち
向かう、公民協働の合意形成に
よる「まちづくり」について

※一般質問通告一覧は受付順となっています。

　平成27年９月定例会の一般質問は、９月９日、10日、11
日の３日間行われ、17人の議員から29項目についての質問
が市側に出されました。

茅野市の課題を問う！

9月定例会一般質問通告一覧
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件　　　名

15

16

18

19

17

20

21

22

23

24
25

26

27

28

29

要　　　　　　　旨
（1）地方自治体の地域医療に対する市長の考えについて
（2）市民プランに記載されている「地域医療」の具体的なイメージについて
（3）市が検討している地域医療を達成するための課題と対策について
（4）市が検討している地域医療を達成するための茅野市の医療機関について
（1）地方自治体が病院を運営する必要性について
（2）一部事務組合にて病院を運営する必要性について
（3）民間委託又は民間病院への移行について
（1）アンケート結果をどのように考えているか
（2）アンケート結果をどのように市政に反映するのか
（3）茅野市から医療費の窓口無料化を発信できないか
（1）固定価格買取制度終了後の予測は
（2）現在、住民とトラブルになっている施設はあるか
（3）固定価格買取制度終了後の想定や現在の問題点を踏まえて、ガイドラ
　　インの見直しはあるか
（1）子育て世代の低所得世帯の現状と子どもの教育への影響はどうか
（2）一人親世帯、準要保護児童・生徒の推移はどうか
（3）子育て世代の低所得世帯への支援について
（4）準要保護児童・生徒の適用基準の変更の影響と対策
（1）眺望を「売り」にしている公園や里山の現状について
（2）利用者からの要望について
（3）眺望がきく展望場所とするための対策について
（1）茅野市の人口ビジョンについて
（2）国の支援の活用について
（3）５年間のステップとその間のフォローについて
（4）市民とのパートナーシップについて
（5）市民プランとの関係について
（6）５年後以降の戦略について
（1）４エリア内連携による誘客促進の具体的な取組と方法、目標滞在人口
　　率を全国350位とした具体的な根拠は何か
（2）インバウンド誘致促進の具体的な事業の進め方のイメージと時間軸に
　　ついて
（3）別荘利用者の滞在日数増加対策の支援事業の詳細
（4）広域観光連携の促進についての進め方のイメージと連携都市の反応及
　　び取組意欲について
（5）不妊治療助成事業の進め方のイメージと予算規模について
（1）検討全体の状況について
（2）茅野市の活かすべき財産について
（3）エネルギーの地産地消を目指すことについて

（1）マイナンバー制度導入で市民生活はどう変わるか
（2）導入への市の対応はどうなっているか
（3）市民への周知の取組は進んでいるか
（4）市の自主性は保たれるか
（5）民間企業への負担を試算しているか
（1）設置に関する市民会議ではどのような意見が出されたか
（2）市民会議の意見をどのように検討したか
（3）市は市民活動をどのように捉えているのか
（4）市はどのような形でセンターの運営に関わるのか
（5）市のセンター活用策はどういったものか
（1）旭ヶ丘住宅団地の現状と今後の販売戦略について
（2）グリーンヒルズヴィレッジの現状と今後の販売戦略について
（3）市が所有する遊休土地の現状と今後の販売戦略について
（1）空き家対策特別措置法を主となり担当する部署について
（2）特定空き家等の敷地の固定資産税の軽減除外について
（3）空き家を増やさない対応策について

小
尾
一
郎

伊
藤
　
勝

伊
藤
正
陽

小
池
賢
保

丸
茂
岳
人

松
山
孝
志

望
月
克
治

樋
口
敏
之
篠
原
啓
郎

市民プランにおける施策「地域
医療」について

組合立の公立病院の今後のあり
方について

子どもと障がい者の医療費の窓
口無料化について

太陽光発電設備の設置について

子育て世代の低所得世帯への支
援について

眺望できる展望台への改善

茅野市におけるまち・ひと・しご
と創生総合戦略について

茅野市版総合戦略骨子（素案）の
今後の進め方について

市総合戦略策定の中間状況につ
いて

高齢化社会に向かう中での高齢者クラブの減少について
義務教育課程における平和教育について

マイナンバー制度への対応につ
いて

（仮称）市民活動センターの活用
について

茅野市土地開発公社が所有して
いた土地の売却について

空き家対策特別措置法の運用に
ついて
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　経済建設委員会　先進地視察
　　　平成27年８月21日（金）
　　視 察 先　山梨県北杜市
　　　　　　　八ヶ岳ツーリズムマネジメント
　　視察事項　八ヶ岳観光圏について
　
　平成27年度の経済建設委員会では、会派や議員連盟
に先駆けて常任委員会が活性化しなくてはいけないと
いう委員会の強い思いから、先進地の視察や各種団体との懇談会を進める第一弾として、山梨県北杜市
と諏訪郡富士見町、原村で構成する八ヶ岳観光圏の視察に行きました。
　議会の一般質問において、再三質問された内容ですが、改選後の新しい議員も誕生したなか、茅野市
の観光行政の一助になればという思いからの視察でした。
　視察においては、八ヶ岳観光圏の運営に関わる中心人物で、代表理事を務める小林昭治氏と意見交換
を行いました。
　設立の経緯や、八ヶ岳観光圏で３市町村はどのように連携しているのか。また、プラットホーム事業
の具体的な事例や、今後茅野市との連携を含めどのような展開を考えているか。等について質問をさせ
ていただきました。

議会の活動議会の活動議会の活動

会 派 の 紹 介
　会派とは、同じ理念や主張を共有する議員の
集まりです。茅野市議会では、２人以上により
結成されています。

「躍動ちの」
代　表　者　両角昌英
所 属 議 員　丸茂岳人、小尾一郎、矢島正恒、両角昌英、山岸正衛
結成年月日　平成27年５月19日

　私たちは、茅野市政の発展に寄与することを目的とし、常に改革を意識し、市政に市民の声を反映
させるとともに、積極的な調査、研究、議論を重ね、行財政のチェックのほか政策等を提言し、元気
な茅野市を目指します。

「新政会」
代　表　者　宮坂武男
所 属 議 員　長田近夫、宮坂武男、北沢千登勢
結成年月日　平成27年10月７日

　私たちは、一人ひとりが自立した議員として認め合い、各自の問題意識に基づき自由な調査・研究・
議論をもって自己を高めようとする議員の集合体であり、そのすべての責任を自分自身で負い、協力・
協働して目的達成のため行動します。本会は、政策形成能力を持ち、茅野市政発展にふさわしい意思
決定機関・チェック機関として恥じない、充実した活力のある議会を実現します。

「究風会」

「躍動ちの」

「新政会」

「究風会」
代　表　者　篠原啓郎
所 属 議 員　樋口敏之、篠原啓郎
結成年月日　平成27年５月26日

　私たちは、市政発足以来諸先輩議員が培った価値のある歴史を土台に、市民の声や時代の流れを究
め、協働と連携を基本理念に行動し、まずは足元である議会活性化に取り組みます。活性化を推し進
めるには、個々の議員が切磋琢磨し資質の向上を図る事が不可欠であり、その上で今何を行うべきか
を的確に判断し、変えるべき事は変えて行く勇気を持つ事が必要です。究風会は、茅野市らしい特徴
ある会派運営を目指します。

やくどう

しんせいかい

きゅうふうかい

やくどう

しんせいかい

きゅうふうかい
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議 員 連 盟 紹 介議 員 連 盟 紹 介 議員連盟とは、議員が同じ目的をもち結成する
会の総称で、略して「議連」ともいいます。

平
成
13
年
１
月
１
日
結
成

茅
野
市
議
会
森
林
・
林
業
・
林
産
業

活
性
化
促
進
議
員
連
盟

茅
野
市
議
会
森
林
・
林
業
・
林
産
業

活
性
化
促
進
議
員
連
盟

　

こ
の
議
員
連
盟
は
、
「
林
業
政
策
の
進
展
を

期
し
、
そ
の
政
策
の
推
進
を
図
る
こ
と
」
を
目

的
と
し
て
平
成
13
年
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
結

成
以
来
、
改
選
に
よ
り
議
員
が
入
れ
替
わ
っ
て

も
、
議
員
定
数
18
名
全
員
で
会
を
構
成
し
て
い

ま
す
。
申
し
合
わ
せ
に
よ
り
、
会
長
に
は
議
長
、

副
会
長
に
は
副
議
長
が
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

茅
野
市
の
議
員
連
盟
は
、
毎
年
行
わ
れ
る
長

野
県
連
絡
会
議
の
総
会
・
研
修
会
に
参
加
し
、

研
鑽
を
深
め
て
い
ま
す
。 会　

　

長
　
小
松
一
平

所
属
議
員
　
全
議
員

遊
歩
道
の
整
備
が
進
む
蓼
科
湖

　

（
呼
称
）
健
康
議
連
と
し
、
健
康
を
テ
ー
マ
に
観

光
や
農
業
な
ど
の
産
業
振
興
で
茅
野
市
の
元
気
を

目
指
す
議
員
の
集
ま
り
で
す
。

　

茅
野
市
の
自
然
環
境
を
特
色
と
位
置
づ
け
、
地

元
の
情
報
に
ア
イ
デ
ア
を
添
え
、
加
減
乗
除
志
向

で
産
業
振
興
策
を
捉
え
、
地
元
と
行
政
を
繋
げ
る

懸
け
橋
と
な
る
べ
く
、
自
然
の
個
性
、
仲
間
の
個

性
を
生
か

し
複
合
的

視
野
で
多

面
的
に
取

り
組
ん
で

い
ま
す
。

平
成
27
年
９
月
17
日
結
成

健
康
へ
農
業
と
観
光
を

　
　
つ
な
げ
る
議
員
連
盟

健
康
へ
農
業
と
観
光
を

　
　
つ
な
げ
る
議
員
連
盟

会　
　

長　

篠
原
啓
郎

所
属
議
員

　
松
山
孝
志
　
丸
茂
岳
人
　
長
田
近
夫

　
矢
島
正
恒
　
両
角
秀
喜
　
伊
藤
　
勝

　
伊
藤
玲
子
　
樋
口
敏
之
　
篠
原
啓
郎

　
宮
坂
武
男

平
成
27
年
７
月
１
日
結
成

買
い
物
弱
者
問
題
等
検
討
議
員
連
盟

買
い
物
弱
者
問
題
等
検
討
議
員
連
盟

会　
　

長　

北
沢
千
登
勢

所
属
議
員

　
松
山
孝
志
　
丸
茂
岳
人
　
伊
藤
正
陽
　
長
田
近
夫

　
両
角
秀
喜
　
伊
藤
　
勝
　
伊
藤
玲
子
　
宮
坂
武
男

　
北
沢
千
登
勢
　
小
池
賢
保

　

買
い
物
や
病
院
に
行
く
足
が
な
い
と
困
っ
て
い
る

市
民
の
声
に
胸
を
痛
め
る
者
。
ス
ー
パ
ー
の
閉
鎖
に

よ
っ
て
地
域
が
活
力
を
失
う
の
で
は
な
い
か
と
危
惧

す
る
者
。
過
去
に
一
般
質
問
で
買
い
物
弱
者
問
題
を

取
り
上
げ
た
者
。
き
っ
か
け
は
そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
、

買
い
物（
交
通
）弱
者
問
題
に
危
機
意
識
を
持
っ
た

10
人
の
議
員
が
結
集
し
て
「
買
い
物
弱
者
問
題
等

検
討
議
員
連
盟
」
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

　

立
ち
上
げ
か
ら
３
か
月
の
間
に
、
行
政
の
公
共

交
通
に
対
す
る
考
え
方
の
聞
き
取
り
や
勉
強
会
へ

の
参
加
、
閉
鎖
す
る
ス
ー
パ
ー
の
店
主
と
の
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、市
の
担
当
部
署
や
福

祉
21
茅
野
と
連
携
し
協
同
で
、
民
間
小
売
業
者
等

の
買
い
物
弱
者
に
対
す
る
意
識
調
査
を
始
め
ま
し

た
。

　

重
要
な
の
は
、
困
っ
て
い
る
人
が
ど
こ
に
、
ど

れ
く
ら
い
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
困
っ
て
い
る
の

か
を
正
確
に
掴
む
こ
と
で
す
。年
を
取
っ
て
も
暮
ら

し
や
す
い
地
域
を
目
指
す
た
め
に
、
行
政
を
含
む

他
の
関
係
団
体
や
企
業
と
の
連
携
、
そ
し
て
何
よ

り
市
民
の
皆
様
の
お
力
を
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
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黄
金
色
に
波
打
つ
田
ん
ぼ
の
稲
穂
が

刈
り
取
ら
れ
、
冬
の
準
備
に
入
っ
て
行

き
ま
す
。
相
変
わ
ら
ず
発
生
す
る
災
害
、

過
日
の
鬼
怒
川
の
堤
防
決
壊
に
よ
る
被

害
は
最
悪
で
し
た
。
日
常
の
生
活
を
奪

わ
れ
、
こ
れ
か
ら
冬
の
寒
さ
に
耐
え
忍

ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
被
災
者

の
こ
と
を
思
う
と
心
が
痛
み
ま
す
。
改

め
て
茅
野
市
に
大
き
な
災
害
の
無
か
っ
た
こ
と
に

安
堵
し
な
が
ら
も
、
危
機
感
を
も
っ
て
、
必
ず
や

っ
て
く
る
災
害
に
対
す
る
準
備
を
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
こ
の
ご
ろ
で
す
。

　

茅
野
市
議
会
９
月
定
例
会
が
９
月
28
日
に
閉
会

し
ま
し
た
。
決
算
議
会
と
も
言
わ
れ
、
各
決
算
の

認
定
を
行
い
ま
し
た
。

予
算
決
算
委
員
会
で

は
活
発
な
質
疑
応
答

が
あ
り
次
期
予
算
編

成
に
役
立
っ
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。
決
算

内
容
も
含
め
た
「
ち

の
市
議
会
だ
よ
り
」

第
15
号
の
発
行
と
な

り
ま
す
。
多
く
の
市

民
の
皆
様
に
ご
覧
い

た
だ
け
ま
し
た
ら
幸

い
で
す
。

　

議
会
広
報
部
会　

　

副
部
会
長

　
　
　
　

山
岸
正
衛

ロングモント市・茅野市　姉妹都市提携25周年記念式典に参加しました。ロングモント市・茅野市　姉妹都市提携25周年記念式典に参加しました。

　茅野市での７月24日の記念式典に続いて、８月１日のロングモント市での記念式典に、茅野国際クラブの皆
様と共に、牛山教育長と正副議長で参加いたしました。
　茅野市議会議員がロングモント市を訪問するのは、2001年
以来14年ぶりとなります。ロッキー山脈の広大な自然や、整
然とした道路や美しい街並みを見聞する中で、すべてに感動
を覚え、同じ山岳都市でありながら、茅野市とのスケールの
違いに驚かされました。
　ロングモント市とは、姉妹都市として数々の交流を行って
おりますが、特に中高生のホームステイ交流事業は、ロング
モント市の関係者とロングモント姉妹都市協会（LSCA）、
茅野市国際クラブ、ホストファミリーの皆様方の熱い思いと
献身的なご尽力に支えられていることを実感しております。
関係する皆様方に心から敬意と感謝を申し上げます。
　この経験を、議会活動にも活かし、子ども達の健全育成や
茅野市発展と市民福祉の向上に繋げたいと考えております。

アメリカ合衆国コロラド州ロングモント市議会
議員と一緒に

茅野市議会議員さんと語る会に参加しました。茅野市議会議員さんと語る会に参加しました。
　10月26日に、女性団体連絡協議会主催の「茅野市
議会議員さんと語る会」が開催され、参加してきま
した。
　当日は、９月定例会の報告を行った後、「縄文プ
ロジェクトの目指すところについて」、「観光地（白
樺湖・蓼科など）の活性化について」、「出会いの場
づくり（婚活）について」の３つのテーマで、グルー
プごと意見交換を行いました。
　意見交換では、様々な視点から、多くの貴重なご
意見をいただくことができました。
　いただいたご意見については、今後の活動の参考
とさせていただきます。


